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参加人数参加人数
118園118園

20,417名20,417名

　

今
年
も
十
月
十
四
日
か
ら
十
一
月
四
日

ま
で
の
期
間
に
、
第
二
十
四
回
「
ピ
カ
ピ

カ
の
栃
木
県
（
公
共
施
設
美
化
十
万
人
運

動
）」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
栃
木
県
幼
稚
園
連
合
会

と
栃
木
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
が
、『
家
族
の

あ
り
か
た
』『
環
境
』『
公
共
心
』
に
つ
い

て
家
族
ぐ
る
み
で
考
え
る
た
め
に
実
施
し

て
い
る
活
動
で
、
毎
年
、
公
共
施
設
な
ど

の
ゴ
ミ
拾
い
や
空
き
缶
拾
い
、
草
取
り
、

落
ち
葉
拾
い
な
ど
を
行
い
、
身
近
な
場
所

の
環
境
美
化
を
図
る
取
組
で
す
。
今
年
度

よ
り
一
週
間
延
長
し
、
三
週
間
の
期
間
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
園
で
は
、
よ
く
遊
び
に
行
く
真
岡
市

総
合
運
動
公
園
の
こ
ど
も
広
場
に
出
か
け

ま
し
た
。
こ
ち
ら
の
公
園
は
大
型
の
遊
具

が
整
備
さ
れ
、
園
児
た
ち
や
ご
家
族
に
大

人
気
の
遊
び
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
普
段

使
わ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん
の
マ
ナ
ー
が
良

い
た
め
か
、
当
日
は
あ
ま
り
目
立
っ
た
ゴ

ミ
な
ど
は
落
ち
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

子
ど
も
た
ち
は
公
園
内
を
元
気
に
走
り
回

り
、
小
さ
な
ゴ
ミ
や
落
ち
葉
、
小
石
な
ど

を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　

毎
年
、
こ
の
活
動
を
実
施
し
た
あ
と
、

の
栃
木
県

ピ
カ
ピ
カ

ピ
カ
ピ
カ

平
成
二
十
九
年
十
月
十
四
日
㈯
〜
十
一
月
四
日
㈯

第 24 回

各
園
の
取
り
組
み

各
園
の
取
り
組
み

 

宇
都
宮
地
区  

山
王
認
定
こ
ど
も
園

期　

日　

十
月
三
十
日
（
月
）

場　

所　

山
王
市
営
住
宅
近
隣
歩
道

参
加
人
数　

園
児
・
教
職
員　

百
五
十
三
名

 

芳
賀
地
区  

萌
丘
幼
稚
園　

　
　
　
　

認
定
こ
ど
も
園

期　

日　

十
一
月
八
日
（
水
）

場　

所　

幼
稚
園
周
辺
・
寺
久
保
公
園

参
加
人
数　

園
児
三
十
二
名
・
保
護
者
七
名

　
　
　
　

教
職
員
二
名

散歩道に落ちているゴミを
丁寧に拾った。

園周辺の道路や寺久保公園
のゴミ拾いを行った。綺麗
になり園児も達成感を感じ
ていた。

子
ど
も
た
ち
は
園
庭
の
小
石
を
す
す
ん
で

拾
う
よ
う
に
な
っ
た
り
、
散
歩
の
途
中
で

ご
み
を
気
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
り
し
ま

す
。「
お
う
ち
の
庭
も
き
れ
い
に
し
た
ん

だ
よ
」
と
言
っ
て
、
う
れ
し
そ
う
に
教
え

て
く
れ
る
子
も
い
ま
す
。
後
日
、
別
の
公

園
に
園
外
保
育
に
出
か
け
た
時
も
、
遊
具

に
目
も
く
れ
ず
、
ゴ
ミ
探
し
を
し
て
い
る

グ
ル
ー
プ
も
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
活
動
で
、
県
内
各
地
の
公
共
施

設
が
ピ
カ
ピ
カ
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
保
護
者
の
み
な

さ
ま
、
先
生
方
、
そ
し
て
主
役
の
子
ど
も

た
ち
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
お
力
で
栃
木

県
が
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
子
ど

も
た
ち
が
大
人
に
な
り
、
や
が
て
日
本
中

が
、
ピ
カ
ピ
カ
に
な
る
日
が
く
る
こ
と
を

信
じ
て
い
ま
す
。総

務
委
員　

細
島　

洋
明

（
認
定
こ
ど
も
園
真
岡
ふ
た
ば
幼
稚
園
・

い
ち
ご
の
杜
保
育
園
）
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足
利
地
区  

認
定
こ
ど
も
園　

　
　
　

 

足
利
し
ら
ゆ
り
幼
稚
園

期　

日　

十
一
月
十
三
日
（
月
）

場　

所　

市
内
有
楽
町
公
園

参
加
人
数　

年
長
組
・
教
職
員　

八
十
名

 

栃
木
地
区  

ア
ル
ス
南
幼
稚
園

期　

日　

十
月
二
十
六
日
（
木
）　

場　

所　

大
平
運
動
公
園

参
加
人
数　

園
児
・
教
職
員　

四
十
三
名

 

鹿
沼
地
区  

鹿
沼
み
ど
り
幼
稚
園

期　

日　

十
月
十
八
日
（
水
）

場　

所　

緑
町
児
童
公
園

参
加
人
数　

園
児
・
教
職
員　

五
十
五
名

 

佐
野
地
区  

佐
野
た
ち
ば
な
幼
稚
園

期　

日　

十
月
二
十
七
日(

金)

場　

所　

城
山
公
園

参
加
人
数　

園
児
・
保
護
者
・
教
職
員

　
　
　
　

七
十
名

 

小
山
地
区  
は
く
お
う
幼
稚
園

期　

日　

十
一
月
二
日
（
木
）

場　

所　

思
川
緑
地
公
園

参
加
人
数　

園
児  

百
三
名　

職
員  

十
名

 

日
光
地
区  

き
ぬ
川
幼
稚
園

期　

日　

十
月
十
九
日
（
木
）

場　

所　

幼
稚
園
か
ら
滝
見
公
園
ま
で

参
加
人
数　

園
児 

十
五
人　

　
　
　
　

保
護
者 

十
人　

教
職
員 

二
人

 

那
須
地
区  

野
崎
幼
稚
園

　
　
　

 

認
定
こ
ど
も
園

期　

日　

十
月
三
十
一
日
（
火
）

場　

所　

野
崎
駅
周
辺
と
野
崎
公
園

参
加
人
数　

園
児
・
保
護
者
・
教
職
員 

　
　
　
　

合
計　

百
六
十
三
名

市内有楽町公園に園外保育に
出掛け、手分けしてゴミ拾いを
行った。

いつも園外保育で利用する公園で、
ゴミ拾いを実施しました。

地域の公園を清掃しました。教職員
と一緒に草取りやゴミ拾いを行い、
子どもたちはキレイになった公園を
見て、清掃の楽しさと大切さを再確
認しました。

台風で汚れた公園を親子で
協力して清掃した。

いつも園外保育で遊びに行く公園
をみんなでピカピカにしてきまし
た。

かけっこ、屋外ランチ、たこ揚げ等、
日頃から使わせていただいている緑地
公園に感謝の気持ちを込めてゴミ拾い
をしました。

幼稚園から滝見公園まで、ゴミ等
を拾い集め、環境美化に努めまし
た。

野崎駅周辺と野崎公園を中心に
ゴミを拾った。
心地よい汗をかき袋一杯にゴミ
を拾う。

 

塩
谷
地
区  

認
定
こ
ど
も
園

　
　
　

 

き
つ
れ
川
幼
稚
園

期　

日　

十
月
二
十
八
日
（
土
）

場　

所　

水
辺
公
園
（
道
の
駅
）

参
加
人
数　
園
児
五
十
二
名　

保
護
者
五
十
三
名

　
　
　
　
小
学
生
二
十
二
名　

職
員
十
五
名
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会
場　

認
定
こ
ど
も
園
す
み
れ
幼
稚
園

　
　
　
　

 （
矢
板
市
）

参
加　

五
十
五
名

内
容　

公
開
保
育
・
グ
ル
ー
プ
討
議

　

会
場
で
あ
っ
た
認
定
こ
ど
も
園

す
み
れ
幼
稚
園
は
、
園
庭
に
あ
る

大
き
な
藤
棚
と
、
そ
の
下
の
ベ
ン

チ
に
座
る
こ
ど
も
達
の
姿
が
と
て
も
印
象

的
な
幼
稚
園
で
あ
っ
た
。

　

公
開
保
育
は
、
年
少
組
は
「
木
の
実

を
使
っ
て
マ
ラ
カ
ス
作
り
」、
年
中
組

は
「
葉
っ
ぱ
や
木
の
実
を
使
っ
た
構
成
遊

び
」
年
長
組
は
「
お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
の

品
物
作
り
」
を
主
活
動
と
し
て
参
加
者
は

自
由
に
そ
れ
ら
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
参
加
者
は
、
各
自
、
各
保
育
室
で
気

が
付
い
た
点
や
感
じ
取
っ
た
点
を
付
箋

紙
に
メ
モ
し
な
が
ら

備
え
付
け
ボ
ー
ド
に

貼
り
付
け
て
い
っ
た
。

ま
た
、
施
設
か
ら
保

育
ま
で
参
考
に
な
っ

た
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
っ
た
よ
う
で
、
写

真
を
撮
る
姿
が
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
見
ら
れ

満
足
そ
う
。
お
昼
に

は
給
食
ま
で
全
員
が

美
味
し
く
い
た
だ
い

た
。
午
後
に
は
三
つ

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

教
育
研
究
委
員
指
導

の
も
と
、
付
箋
紙
を

貼
っ
た
ボ
ー
ド
を
も

と
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
形
式
で
討
議
を
し
、

各
自
の
保
育
を
振
り

返
っ
た
。
今
回
の
研

修
に
よ
り
、
参
加
者

は
明
日
か
ら
の
保
育

に
さ
ら
に
弾
み
を
つ

け
そ
う
だ
。

　

資
質
向
上
研
修

（三）

期
日　
平
成
二
十
九
年
八
月
二
十
九
日（
火
）

会
場　

コ
ン
セ
ー
レ
（
大
ホ
ー
ル
）

参
加
　
百
二
十
七
名

内
容　
「
幼
稚
園
教
育
の
基
本
を
小
学

　
　
　
　

 

校
教
育
に
つ
な
げ
る
」

　
　
　
　

 

〜
幼
稚
園
教
育
要
領
の
改
訂
の

　
　
　
　

 

趣
旨
を
読
み
解
く
〜

講
師　

宇
都
宮
共
和
大
学　

教
授

　

高
柳
　
恭
子 

氏

「
幼
稚
園
教
育
要
領
が
目
指
す
も

の
」

　

幼
稚
園
教
育
要
領
の
役
割
の
一

つ
は
、
公
の
性
質
を
有
す
る
幼
稚
園
に
お

け
る
教
育
水
準
を
全
国
的
に
確
保
し
、
一

人
一
人
の
資
質
や
・
能
力
を
育
み
な
が
ら
、

小
学
校
以
降
の
教
育
や
生
涯
に
わ
た
る
学

習
と
の
つ
な
が
り
を
見
通
す
こ
と

「
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
」

一
、
総
則
の
改
善
・
充
実

　

幼
稚
園
運
営
上

の
留
意
事
項
に

「
地
域
の
自
然
、
高

齢
者
や
異
年
齢
の

子
ど
も
な
ど
を
含

む
人
材
、
行
事
や

公
共
施
設
な
ど
の

地
域
の
資
源
を
積

極
的
に
活
用
し
、
幼
児
が
豊
か
な
体
験

を
得
ら
れ
る
よ
う
に
工
夫
す
る
」ほ
か
、

「
幼
稚
園
の
幼
児
と
小
学
校
の
児
童
と

の
交
流
の
機
会
を
積
極
的
に
設
け
る
よ

う
に
す
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
障
害

の
あ
る
幼
児
児
童
生
徒
と
の
交
流
及
び

共
同
学
習
の
機
会
を
設
け
、
共
に
尊
重

し
合
い
な
が
ら
協
働
し
て
生
活
し
て
い

く
態
度
を
育
む
よ
う
努
め
る
も
の
と
す

る
」
と
明
記
さ
れ
た
。

二
、
ね
ら
い
及
び
内
容
の
改
善
・
充
実

（
健
康
）

　

幼
児
が
次
の
活
動
へ
の
期
待
や
意
欲

を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
幼
児
の

実
態
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
教
師
や
他
の

幼
児
と
共
に
遊
び
や
生
活
の
中
で
見
通

し
を
も
っ
た
り
、
振
り
返
っ
た
り
す
る

よ
う
工
夫
し
な
が
ら
次
の
こ
と
を
改
善

充
実
す
る
。

・
食
べ
物
へ
の
興
味
や
関
心
を
持
ち
、

食
の
大
切
さ
に
気
づ
か
せ
る
こ
と

・
多
様
な
動
き
を
経
験
す
る
中
で
体
の

動
き
を
調
整
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と

・
遊
び
を
通
し
て
安
全
に
つ
い
て
の
構

え
を
身
に
付
け
る
こ
と

（
人
間
関
係
）

・
身
近
な
人
と
親
し

み
、
係
り
を
深
め
、

工
夫
し
た
り
、
協
力

し
た
り
し
て
一
緒
に

活
動
す
る
楽
し
さ
を

味
わ
い
、
愛
情
や
信

頼
関
係
を
も
つ
こ
と

・
諦
め
ず
に
や
り
遂
げ

る
こ
と
の
達
成
感

や
、
前
向
き
な
見
通

し
を
も
っ
て
自
分
の

力
で
行
う
こ
と
の
充

実
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と

・
自
分
の
よ
さ
や
特
徴
に
気
づ
く
よ
う

に
し
、
そ
し
て
自
信
を
も
っ
て
行
動

す
る
こ
と

（
環
境
）

・
日
常
生
活
の
中
で
、
我
が
国
や
地
域

社
会
に
お
け
る
様
々
な
文
化
や
伝
統

に
親
し
む
こ
と

・
文
化
や
伝
統
に
親
し
む
際
に
は
、
正

月
や
節
句
な
ど
我
が
国
の
伝
統
的
な

遊
び
に
親
し
ん
だ
り
、
異
な
る
文
化

を
親
し
ん
だ
り
す
る
こ
と

・
自
分
な
り
に
比
べ
た
り
、
関
連
付
け

し
た
り
し
な
が
ら
考
え
た
り
、
試
し

た
り
工
夫
し
て
遊
ぶ
こ
と

・
自
分
の
考
え
を
よ
り
良
い
も
の
に
し

よ
う
と
す
る
気
持
ち
が
育
つ
よ
う
に

す
る
こ
と

（
言
葉
）

　

言
語
に
関
す
る
発
達
と
思
考
力
等
の

発
達
が
関
連
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
幼
稚
園
生
活
全
体
を
通
し
て
、
幼

児
の
発
達
を
踏
ま
え
た
言
語
環
境
を
整

え
、
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
こ
と
を

留
意
し
な
が
ら
次
の
こ
と
を
改
善
充
実

す
る

・
言
葉
に
対
す
る
感
覚
を
豊
か
に
す
る

・
幼
児
が
生
活
の
中
で
、
言
葉
の
響
き

や
リ
ズ
ム
、
新
し
い
言
葉
や
表
現
に

触
れ
、
こ
れ
ら
を
使
う
楽
し
さ
を
味

わ
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
そ
の
際

に
、
絵
本
や
物
語
に
親
し
ん
だ
り
、

言
葉
遊
び
な
ど
を
し
た
り
す
る
こ
と

を
通
し
て
言
葉
が
豊
か
に
な
る
よ
う

に
す
る
こ
と

（
表
現
）

・
豊
か
な
感
性
を
養
う
際
に
、
風
の
音

や
雨
の
音
、
身
近
に
あ
る
草
や
花
の

形
や
色
な
ど
自
然
の
中
に
あ
る
音
、

形
、
色
な
ど
に
気
づ
く
よ
う
に
す
る

こ
と

・
様
々
な
素
材
や
表
現
の
仕
方
に
親
し

む
こ
と

三
、
教
育
課
程
に
係
る
教
育
時
間
の
終
了

後
に
行
う
教
育
活
動
な
ど
の
留
意
事

項
に
関
す
る
改
善
・
充
実

　

資
質
向
上
研
修

（四）

期
日　
平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
五
日（
水
）

資
質
向
上
研
修

資
質
向
上
研
修



131号

04

　

設
置
者
・
園
長
研
修
会

期
日　
平
成
二
十
九
年
九
月
十
二
日（
火
）

会
場　

宇
都
宮
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

　
　
　
　

 （
平
安
の
間
）

参
加
　
百
九
名

内
容　
「
こ
れ
か
ら
の
人
材
採
用
・
定
着

　
　
　
　
・
育
成
に
向
け
た
取
組
み
と
課
題

　
　
　
　

 

〜
子
ど
も
子
育
て
支
援
新
制
度

　
　
　
　

 

の
ゆ
く
え
は
？
〜
」

講
師  

㈻
マ
ハ
ヤ
ナ
学
園
理
事
長

　
　
　
　
マ
ハ
ヤ
ナ
幼
稚
園
・
ミ
ル
フ
ィ
ー
ル

　
　
　

保
育
園
園
長　

石
田
　
明
義 

氏

　

ま
ず
冒
頭
に
、
深
刻
な
保
育
士
・

幼
稚
園
教
諭
不
足
の
現
状
に
つ
い

て
、平
成
二
十
七
年
四
月
に
ス
タ
ー

ト
し
た
新
制
度
に
よ
り
、
現
在
、
全
国
で

約
四
〇
〇
〇
園
が
認
定
こ
ど
も
園
へ
移
行

し
、
来
年
に
は
約
五
〇
〇
〇
園
へ
達
す
る

と
の
見
方
を
さ
れ
、
幼
稚
園
と
認
定
こ
ど

も
園
で
の
教
職
員

人
員
配
置
数
が
異

な
る
た
め
（
幼
稚

園
か
ら
認
定
こ
ど

も
園
へ
移
行
し
た

場
合
、
約
一
・
六
倍

の
人
員
が
必
要
）

更
な
る
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
不
足
、
争

奪
戦
が
激
化
す
る
で
あ
ろ
う
と
の
見
解
を

示
さ
れ
た
。

　

次
に
、
園
の
安
定
的
経
営
基
盤
の
構
築

に
は
、
恒
常
的
人
員
確
保
が
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
各
研
究
機
関
か
ら
発
表
さ

れ
て
い
る
保
育
士
や
幼
稚
園
教
諭
の
『
離

る
組
織
変
革
に
お
い
て
参
考
と
な
る
研
修

で
あ
っ
た
。

　

設
置
者
・
園
長
研
修
会

期
日　
平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
六
日（
木
）

会
場　
コ
ン
セ
ー
レ（
ア
イ
リ
ス
ホ
ー
ル
）

参
加
　
百
六
名

内
容　
「
新
制
度
施
行
後
の
状
況
と
今

　
　
　
　

 

後
の
園
運
営
〜
制
度
の
運
用

　
　
　
　

 

と
幼
児
教
育
振
興
の
課
題
〜
」

講
師　

㈲
遊
育
㈱
保
育
シ
ス
テ
ム

　

研
究
所
代
表
取
締
役　

吉
田
　
正
幸 

氏

　

平
成
二
十
七
年
四
月
に
ス
タ
ー

ト
し
た
子
ど
も
子
育
て
支
援
新
制

度
を
改
め
て
振
り
返
り
、
制
度
内

容
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
新
制
度
の

理
念
を
左
記
の
三
つ
の
観
点
か
ら
説
明
さ

れ
た
。

●
基
本
理
念

　

・
す
べ
て
の
子
ど
も
・
子
育
て
家
庭
へ

の
支
援

　

・
す
べ
て
の
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
の

保
障

●
仕
組
み
上
の
理
念

　

・
例
外
の
な
い
保
育
保
障
、
切
れ
目
の

な
い
支
援

　

・
子
ど
も
や
子
育
て
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り

●
政
策
上
の
理
念

　

・
施
設
中
心
か
ら
機
能
中
心
へ
、
供
給

主
体
か
ら
需
要
主
体
へ

　

そ
し
て
平
成
二
十
八
年
の
０
〜
５
歳

児
の
す
べ
て
の
子
ど
も
の
数
が
、
約

六
百
四
万
人
、
そ
の
う
ち
一
号
認
定
の
利

用
児
が
約
百
五
十
五
万
人
、
二
号
認
定
の

利
用
児
が
約
百
四
十
八
万
人
、
三
号
認
定

の
利
用
児
が
、
約
九
十
八
万
人
、
そ
れ
以

外
の
０
〜
２
歳
児
で
一
時
預
か
り
等
、
地

域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
利
用
児

を
、
独
自
に
０
号
認
定
と
位
置
づ
け
、
そ

の
利
用
児
数
は
最
多
の
約
二
百
三
万
人
と

報
告
さ
れ
た
。
そ
の
う
え
で
、
０
号
認
定

の
子
ど
も
・
子
育
て
家
庭
を
支
援
、サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
こ
そ
が
幼
児
教
育
の
質
の
向

上
に
繋
が
る
と
述
べ
ら
れ
た
。

　

そ
し
て
最
後
に
、
現
在
、
政
府
で
検
討

中
の
幼
児
教
育
無
償
化
に
つ
い
て
、
無
償

化
と
質
の
高
い
幼
児
教
育
は
セ
ッ
ト
で
考

え
る
べ
き
課
題
と
の
見
方
を
示
し
、
無
償

化
に
伴
う
課
題
と
問
題
点
に
触
れ
、
研
修

会
は
終
了
し
た
。

　

社
会
環
境
や
就
労

形
態
の
変
化
に
よ
り

子
ど
も
や
子
育
て
家

庭
を
取
り
巻
く
環
境

も
大
き
く
変
化
し
、

求
め
ら
れ
る
保
育
や

教
育
、
子
育
て
支
援

等
も
多
様
化
し
て
い
る
。
子
ど
も
子
育
て

支
援
新
制
度
が
施
行
さ
れ
て
、
間
も
な
く

三
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。今
一
度
、

新
制
度
創
設
の
趣
旨
を
理
解
し
、
地
域
や

行
政
と
連
携
し
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に

向
き
合
い
、
妊
娠

期
か
ら
子
育
て
期

に
わ
た
る
ま
で
の

総
合
的
な
支
援
を

目
指
し
て
、
地
域

に
根
差
し
た
子
育

て
拠
点
と
し
て
の

役
割
、
あ
り
方
を

考
え
る
時
期
な
の

で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

職
率
』『
離
職
理
由
』『
平
均
年
収
』
等
の

デ
ー
タ
を
基
に
、
教
職
員
の
採
用
・
定
着
・

育
成
に
関
す
る
課
題
を
示
さ
れ
た
。
そ
し

て
そ
の
課
題
を
踏
ま
え
、
運
営
及
び
働
き

方
改
革
の
必
要
性
を
指
摘
さ
れ
た
。
特
に

今
後
の
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
で
は
、

主
体
的
な
組
織
『
人
』
が
自
ら
動
く
マ
ン

パ
ワ
ー
が
重
要
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
た
。

近
い
将
来
、
人
工
知
能
Ａ
Ｉ
の
普
及
に
よ

り
、
人
間
の
仕
事
が
奪
わ
れ
て
し
ま
う
の

で
は
と
懸
念
さ
れ
る
中
、
教
育
保
育
の
仕

事
は
、
人
が
人
を
教
え
育
む
唯
一
の
仕
事

で
あ
り
、
代
替
で
き
な
い
職
種
で
あ
る
と

し
、
米
軍
に
よ
り
開
発
さ
れ
た
意
思
決
定

理
論
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ａ
【
Ｏ
（
観
察
）
→
Ｏ
（
方

向
付
け
）
→
Ｄ
（
決
定
）
→
Ａ
（
実
行
）】

を
取
り
入
れ
、
個
人
を
育
て
、
自
ら
動
け

る
組
織
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
と
の
考
え

を
示
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
最
後
に

『
多
く
の
企
業
は
優

れ
た
人
材
を
抱
え
て

い
る
。
し
か
し
最
終

的
に
は
、
そ
れ
を
束

ね
る
重
力
の
よ
う
な

も
の
が
必
要
で
あ

る
。』『
即
戦
力
に
な

る
よ
う
な
人
材
な
ん
て
存
在
し
な
い
。
だ

か
ら
、育
て
る
ん
だ
。』有
名
な
、ス
テ
ィ
ー

ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
の
名
言
で
締
め
ら
れ
た
。

　

少
子
高
齢
化
の
進
展
に
と
も
な
う
生
産

年
齢
人
口
減
少
か
ら
、
人
手
不
足
は
幼
稚

園
・
認
定
こ
ど
も
園
業
界
に
限
定
さ
れ
た

も
の
で
は
な
く
、
日
本
社
会
が
抱
え
る
重

要
課
題
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
時
期
に
、

今
回
の
研
修
は
今
後
の
人
材
の
採
用
・
定

着
・
育
成
を
考
え
さ
せ
ら
れ
、
求
め
ら
れ

設
置
者
・
園
長
研
修
会

設
置
者
・
園
長
研
修
会



131号
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第
二
回
保
育
セ
オ
リ
ー
講
座

期
日　
平
成
二
十
九
年
十
月
三
十
日（
月
）

会
場　
コ
ン
セ
ー
レ（
ア
イ
リ
ス
ホ
ー
ル
）

参
加
　
百
三
十
四
名　
　

内
容　
『
こ
ど
も
の
言
葉
の
問
題
に　

　
　
　
　

 

―
気
づ
く
・
支
え
る
・
つ
な
ぐ
―
』

講
師　

と
ち
ぎ
リ
ハ
ビ
リ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

施
設
部
通
園
療
育
課
相
談
検
査
科　

主
査

　

佐
藤
　
文
子 

氏

　

言
葉
の
仕
組

み
の
発
達
・
障

害
に
つ
い
て
、

何
が
問
題
で
ど
の
よ

う
に
支
援
を
す
る
の
か

学
ん
だ
。
言
葉
の
問
題

と
し
て
、
①
難
聴
、
脳
性
麻
痺
、
発
声
発

語
器
官
の
器
質
的
障
害
が
原
因
と
な
る
病

気
や
障
害
が
明
確
な
遅
れ
の
場
合
②
発
達

の
遅
れ
や
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
伴
う
遅
れ
と

し
て
中
度
以
上
の
精
神
発
達
遅
滞
、
対
人

関
係
あ
る
い
は
、
認
知
障
害
を
伴
う
場
合

③
不
良
な
言
語
環
境
に
置
か
れ
た
た
め
の

遅
れ
④
発
達
の
個
人
差
と
考
え
ら
れ
る
遅

れ
と
い
っ
た
事
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

の
傾
向
や
特
徴
を
踏
ま
え
た
上
で
、
問
題

を
抱
え
て
い
る
子
に
対
し
て
の
言
語
指
導

は
、
一
部
を
取
り
出
し
た
練
習
で
あ
り
、

実
際
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
機

会
が
少
な
く
、
訓
練
だ
け
で
は
不
十
分
で

あ
る
と
の
事
で
あ
る
。
訓
練
と
合
わ
せ
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
が

大
切
で
あ
り
、
日
常
の
全
て
の
場
面
が
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
（
言
葉
を
学
ぶ

機
会
）
と
な
り
え
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

　

第
三
回
保
育
セ
オ
リ
ー
講
座

期
日　
平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
八
日（
火
）

 
第
三
十
三
回
全
日
本
私
立
幼
稚
園
連
合
会

 
設
置
者
・
園
長
全
国
研
修
会

期
日　
十
月
十
六
日（
月
）〜
十
七
日（
火
）

会
場　

大
分
市
・

　
　
　
　
大
分
オ
ア
シ
ス
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル

参
加
　
約
四
百
四
十
名

　
　
　
　
（
う
ち
栃
幼
連
加
盟
園
か
ら
は
十
一
名
）

メ
イ
ン
テ
ー
マ

「
明
日
に
向
け
て
幼
児
教
育
の
振
興
を

考
え
る
」

《
一
日
目
》

●
記
念
講
演

　
『
音
楽
と
共
に
紡
ぐ
未
来

　

こ
ど
も
た
ち
へ
伝
え
た
い
こ
と
』

　
講
師　
　
　
　
　
　

  

伊
藤
　
京
子 
氏

（
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
芸

術
振
興
財
団
副
理
事
長
・
他
）

●
行
政
報
告

「
す
べ
て
の
子
ど
も
に
質
の
高
い
幼
児

教
育
を
」

　

講
師　

文
科
省
初
等
中
等
教
育
局

　

幼
児
教
育
課
長　
　

先
崎
　
卓
歩 

氏

●
基
調
講
演

「
事
故
現
場
に
は
後
悔
し
か
な
い
」

　

講
師　

㈱
ア
イ
ギ
ス

　
　

代
表
取
締
役　
　

  

脇
　
　
貴
志 

氏

《
二
日
目
》

●
研
究
講
座
（
参
加
者
が
一
講
座
選
択
）

・
教
育

『
幼
児
教
育
の
質

向
上
を
め
ざ
し
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』

・
振
興

『
今
後
の
私
立
幼

稚
園
の
振
興
を
め

ざ
し
て
』

・
経
営

『
事
例
か
ら
見
る
危
機
管
理
研
修　

〜
あ
な
た
の
園
は
大
丈
夫
で
す
か
？
〜
』

・
認
定
こ
ど
も
園

『
課
題
と
見
直
し
に
向
け
て
』

  

第
三
十
一
回
全
日
本
私
立
幼
稚
園
連
合
会

  

関
東
地
区
代
表
者
協
議
会
神
奈
川
大
会

期
日　

平
成
二
十
九
年

　
　
　
　

 

十
一
月
九
日
〜
十
日

会
場　
横
浜
市　

ホ
テ
ル
・
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド

参
加　

関
東
地
区
会
・
神
奈
川
地
区
会

　
　
　
　

 

加
盟
県
か
ら
約
百
四
十
名
（
栃

　
　
　
　

 

幼
連
十
名
・
県
行
政
官
一
名
）

テ
ー
マ

「
こ
れ
か
ら
の
幼
児
教
育
に
大
切
な
も

の
と
は
…
」

研
修
Ⅰ
「
新
要
領
と
保
育
の
質
の
向
上
」

　

講
師　

国
立
教
育
政
策
研
究
所　

　
　
　
　

幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

総
括
研
究
官  

堀
越
　
紀
香 

氏

研
修
Ⅱ
「
保
護
者
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
リ
ス

　
　
　
　

ク
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

　

講
師　

学
校
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

　
　
　
　

推
進
機
構

　
　
　
　

代
表　
　
　

  

宮
下
　
賢
路 

氏

研
修
Ⅲ
「
私
立
幼
稚
園
へ
の
支
援
状
況
」

　

担
当　

各
県
私
学
・
保
育
行
政
担
当
者

研
修
Ⅳ
「
日
本
の
深
海
と
有
人
潜
水
艦
」

　

講
師　

国
立
研
究
開
発
法
人
海
洋
研
究

　
　
　
　

開
発
機
構

　
　
　
　

広
報
部
長　

  
田
代
　
省
三 

氏

　

新
制
度
施
行
後
三
年
目
を
迎
え

た
。
移
行
園
が
増
加
し
、
併
せ
て

無
償
化
の
議
論
が
加
速
す
る
な
ど
、

社
会
の
状
況
や
制
度
が
変
革
し
て
い
く
。

そ
の
よ
う
な
中
、
来
年
四
月
か
ら
は
新
し

い
幼
稚
園
教
育
要
領
が
実
施
さ
れ
る
。
私

た
ち
は
、
子
ど
も
達

の
幸
せ
な
人
生
を
見

据
え
、
質
の
高
い
教

育
を
目
指
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の

度
、
関
東
地
区
会
・

神
奈
川
地
区
会
加
盟

の
各
県
代
表
者
が
集

ま
り
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。

保
育
セ
オ
リ
ー
講
座

保
育
セ
オ
リ
ー
講
座

会
場　

コ
ン
セ
ー
レ
（
大
ホ
ー
ル
）

参
加　

百
二
十
七
名

内
容　
『
保
育
者
の
育
成
と
組
織
マ
ネ

　
　
　
　

 

ジ
メ
ン
ト
』

講
師　

洗
足
こ
ど
も
短
期
大
学　

　
　
　
　

 

幼
児
教
育
保
育
科

　
　
　
　

 

准
教
授　

  

井
上
　
眞
理
子 

氏

　

教
職
員
が
育
つ
た
め
の
学
び
の

環
境
作
り
と
組
織
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
保
育
現
場

に
お
け
る
人
材
育
成
が
難
し
い
理

由
と
し
て
、
保
育
を
行
い
な
が
ら
学
ぶ
・

指
導
す
る
こ
と
の
困
難
が
挙
げ
ら
れ
る
。

そ
の
中
で
保
育
経
験
豊
か
な
職
員
が
新
人

の
育
成
に
あ
た
り
、
素
晴
ら
し
い
保
育
実

践
を
す
る
こ
と
で
後
輩
を
育
て
る
力
に

な
っ
て
く
る
。
人
材
育
成
を
達
成
す
る
た

め
に
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
が
、
大
切
な
の
は
職
員
が
能

動
的
に
動
け
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
を
す
る

こ
と
で
あ
る
。
権
限
者
か
ら
の
命
令
で
は

精
神
的
苦
痛
を
感
じ
る
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
う
の
で
、
苦
痛
に
感
じ
な
い
よ
う
に
普

段
か
ら
職
員
か
ら
の
信
頼
を
得
る
必
要
が

あ
る
。
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
定
義
と
し
て

①
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
仕
事
で
あ
り
、
組

織
の
命
令
や
目
標
を
明
確
に
設
定
す
る
。

優
先
順
位
や
基
準
を

定
め
維
持
す
る
。
目

標
を
達
成
す
る
た
め

に
自
ら
が
率
先
し

て
行
動
す
る
。
②
部

下
が
し
た
行
動
を
サ

ポ
ー
ト
し
な
が
ら
最

終
的
な
責
任
を
負

う
。
③
『
信
頼
』
と

い
う
関
係
性
の
上
に

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は

成
立
す
る
。

　

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

本
質
と
し
て
物
事
を

成
し
遂
げ
る
重
要
性

を
学
ぶ
こ
と
の
出
来

た
研
修
で
あ
っ
た
。
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要望事項等 継・新
の　別

要 望 事 項
現　　行 要　　望

継続

継続

継続

新規

発展的
継続

継続

新規

継続

継続

継続

継続

園児１人当たり
 187,300円
　国庫補助  23,453円
　地方交付税159,000円
　県単補助 4,800円

教材費等補助金
園児１人当  39,100円

新制度移行園１号園児
１人当たり
　　　　　　 2,400円

第３子以降保育料免除

・学法で２人以上在籍
  １人当たり 784,000円
 （国庫補助）
・それ以外
  1人当たり 392,000円
 （県単補助）

わんぱく保育推進事業

子育てランド事業

幼稚園耐震化事業費

栃幼連補助金　　 
 3,000千円
幼稚園特別研修費補助金
 3,000千円

園児１人当たり
 192,734円
　国庫補助  23,734円
 （予定額）
　地方交付税159,000円
 （予定額）
　県単補助  10,000円

教材費等補助金
園児１人当  50,000円

新制度移行園１号園児
１人当たり　　　
　　　　　　 4,800円

３人いれば保育料免除

・学法で２人以上在籍
　1人当たり ７84,000円
 （国庫補助）
・それ以外
　1人当たり 784,000円
 （県単補助）
・2号園児 392,000円
 （県単補助）

増額

増額

増額

栃幼連補助金
　　　　  6,000千円

 平 成 3 0 年 度  予 算 要 望 書

【要望１】幼稚園運営費補助金・幼稚園教材費等補助金の増額
　運営費補助金について国に準じて増額を確保するとともに、県単補助
金については、茨城県（￥16,700､対比△11,900）や群馬県（￥16,638､対
比△11,838）と肩を並べられるよう増額を要望します。
　１０２条園対象の教材費等補助金について、地域の幼児教育の存続
を図るために、増額を要望します。

【要望２】新制度移行臨時助成費の継続と増額
　新制度に移行した幼稚園・認定こども園の教育環境の整備充実をは
かるための当該補助金について、平成30年度も継続していただくと共
に、現状の「１号認定こども×2,400円」という単価を運営費補助金の
県単補助4,800円へ増額されることを要望します。

【要望３】子だくさん応援　多子世帯保育料免除事業費の創設
　国に先んじた施策として、平成28年度に第３子保育料免除事業費が
創設され、18歳未満の兄姉から数えて第３子以降の子どもの保育料の
無償化が実現しました。要望３は、この第３子保育料免除事業費を「子
だくさん応援 多子世帯保育料免除事業費」に発展させるという提案です。
　現在、国において幼児教育の無償化に向けての準備が本格化していま
すが、それに先んじて、「18歳未満の子どもが３人以上いれば、就学前の
施設に通う子どもが何番目の子どもであるかにかかわらず、保育料を無
料にする」というものです。子だくさんの世帯を応援する全国的にも例を
見ない事業であり、また少子化対策としても３人目を産もうという気持ち
にさせる画期的な事業であります。どうか、国・他県に先んじた施策とし
て発表し「子育てするなら栃木県」をアピールしていただくことを要望し
ます。

【要望４】特別支援教育費補助金制度の見直しと増額
　現行制度では、対象児が2人の場合は1,568,000円となりますが、１
人の場合は392,000円と１／４になってしまいます。この補助額では教
職員を加配して対象児に必要な教育的援助を行うことは不可能です。
　国庫補助の対象とならない「対象児が１人の場合」「学法立以外の園の
場合」であっても、県単補助による国庫補助と同額の補助金を要望します。
　また、１号園児と同じ教育的援助を受ける２号園児に対しても、特別
支援教育費補助金の対象としていただくことを要望します。

【要望５】子育て支援事業等に対する補助金の充実
①仕事と子育ての両立のために、預かり保育は大変重要です。幼稚園が

行う預かり保育に対する一層の支援を要望します。
②未就園児親子教室等の子育て支援活動を通じ、幼稚園が地域の子育

ての拠点として機能を発揮できるよう、さらなる支援を要望します。
③安心・安全な施設整備の観点から、園舎の耐震診断、耐震補強、等に

かかる費用の助成を要望します。

【要望６】「栃木県私学団体補助金」の継続と一本化

　来年度に向け、上記の要望書を、11/24に自民党政策懇談会に、
12/11に福田知事、小林議長（当日は若林副議長に対応いただいた）に
提出させていただいた。
　①運営費補助金については県単補助部分の増額を強く求めた。②新制
度移行臨時助成費については継続と増額を、④特別支援教育費補助金に
ついては国庫補助対象外児に対する県の対応を求めた。⑤その他の子育
て支援事業等への補助金については継続と増額を、⑥の栃幼連への研修費補助金についてはその一本化を求める内容
とした。
　③では昨年に引き続き、3人以上の子がいれば3人目以降だけでなく1人目も2人目も保育料無償にするという新制
度を提案した。国の幼児教育無償化に先駆けて、「子だくさんを応援する栃木県」というメッセージを内外に示して
欲しいと思う。 （振興委員長　馬場章信）

団 体 名：一般社団法人栃木県幼稚園連合会
代表者名：理事長　石嶋　勇

●平成30年度予算要望書について
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今
後
十
年
、
二
十
年
先
の
社
会
を
見

据
え
た
教
育
要
領
等
の
改
訂
に
伴
う
説

明
会
等
を
幅
広
く
実
施
し
て
い
ま
す
！

　

御
存
知
の
と
お
り
、
平
成
二
十
九
年
三

月
に
、新
し
い
「
幼
稚
園
教
育
要
領
」「
幼

保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
教
育
・
保
育
要

領
」
が
告
示
さ
れ
ま
し
た
。
各
幼
稚
園
や

こ
ど
も
園
で
は
、
平
成
三
十
年
度
か
ら
の

全
面
実
施
に
向
け
て
、
園
の
教
育
課
程
や

指
導
計
画
の
見
直
し
、
改
善
の
作
業
が
進

め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

今
回
の
改
訂
の
背
景
や
趣
旨
は
何
か
、

柱
と
な
る
こ
と
は
何
か
、
具
体
的
に
何
が

変
わ
る
の
か
等
、
新
し
い
教
育
の
方
向
性

を
よ
り
多
く
の
先
生
方
に
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
説
明
会
を
四
回
、
特
別
講

座
を
二
回
、
計
六
回
、
周
知
の
機
会
を
設

け
ま
し
た
。

　

実
施
日
や
会
場
、
参
加
対
象
を
変
え
る

こ
と
で
、
各
園
か
ら
、
様
々
な
立
場
の
先

生
方
が
、
適
所
に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
て

い
ま
す
。

　

参
加
さ
れ
た
先
生
方
が
得
た
情
報
を
組

み
合
わ
せ
る
と
、
今
回
の
改
訂
の
全
容
が

パ
ズ
ル
の
よ
う
に
浮
か
ん
で
く
る
と
思
い

ま
す
。
是
非
、
今
後
、
十
年
、
二
十
年
先

の
社
会
を
見
据
え
た
教
育
課
程
の
改
善
や

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
生
か

し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
の
研
修

●
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
Ⅱ

　
　
　
　
〔
要
録
の
作
成
と
活
用
〕

　
　
　
　
　
　
　
　

二
月
二
日
（
金
）

　

講
話
「
要
録
の
意
義
と
役
割
」

　
　

中
央
区
立
京
橋
朝
海
幼
稚
園

　
　
　
　
　
　

箕
輪　

恵
美　

園
長

　
講
話
・
演
習
「
発
達
と
学
び
を
つ
な
ぐ

　
　
　
　
　
　

要
録
の
作
成
と
活
用
」

●
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

二
月
九
日
（
金
）

　

講
話
「
幼
小
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

　
　
　
　

接
続
〜
『
幼
児
期
の
終
わ

　
　
　
　

り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い

　
　
　
　

姿
』と
ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ

　
　
　
　

ラ
ム
の
つ
な
が
り
〜
」

　
　

白
梅
学
園
大
学
大
学
院

　
　
　
　
　

無
藤　

隆　

特
任
教
授

★
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
研
修
案
内
よ
り
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
！

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

○
平
成
二
十
九
年
度

　
栃
木
県
教
育
研
究
発
表
大
会

　

平
成
三
十
年
一
月
二
十
七
日
（
土
）

　
　
　
　
　
九
時
三
十
分
〜
十
二
時

《
幼
小
連
携
部
会
》

　

テ
ー
マ
「
新
し
い
要
領
・
指
針
等
に

　
　
　
　
　

見
る
幼
小
の
接
続
〜
幼
小

　
　
　
　
　

の
ジ
ョ
イ
ン
ト
カ
リ
キ
ュ

　
　
　
　
　

ラ
ム
を
考
え
る
〜
」

　

提
案　
　

新
し
い
要
領
・
指
針
等
に

　
　
　
　
　
見
る
幼
小
の
接
続
に
つ
い
て

　

発
表
一　

幼
小
連
携
を
意
識
し
た
自

　
　
　
　
　

己
表
現
力
の
育
成

　

発
表
二　

幼
児
期
か
ら
児
童
期
の　

　
　
　
　

 

「
話
す
・
聞
く
力
」
を
育
む

　
　
　
　
　

た
め
に

　

発
表
三　

ま
か
せ　

見
守
り　

育
つ

　
　
　
　
　

思
考
力

　

幼
小
連
携
推
進
者
養
成
研
修
の
受

講
修
了
者
（
幼
と
小
の
ペ
ア
三
組
）

に
、
接
続
期
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
基
づ
い
た

取
組
を
発
表
し
て
も
ら
い
ま
す
。
発
表
三

は
、
呑
竜
幼
稚
園
の
小
沼
洋
子
教
諭
が
発
表

し
ま
す
。

★
栃
木
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
よ
り
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
！

★管理職対象
９月27日（水）
県総合教育センター
文部科学省　視学官
　　　　湯川　秀樹

★主任等対象
10月18日（水）
足利市民会館
松蔭大学　
学科長　山下　文一

★主任等対象
10月12日（木）
塩谷庁舎
幼児教育センター　
　顧問　神長美津子

★教職員対象
12月18日（月）
県総合教育センター
幼児教育センター　
　顧問　神長美津子

★主任等対象
10月11日（水）
県総合教育センター
松蔭大学　
学科長　山下　文一

★管理職対象
11月１日（水）
県総合教育センター
大阪総合保育大学
学部長　大方　美香

社会に開かれた
教育課程

カリキュラム・
マネジメント

教材の工夫
教材研究

幼児期の終わりまでに
育ってほしい姿

大人社会の変化
子どもの生活の変化

幼稚園・保育所・
こども園のつながり

幼小中高を貫く
３つの資質・能力

全体的な計画
の作成

中
央
説
明
会

地
区
説
明
会

幼
児
教
育
特
別
講
座
Ⅰ

幼
児
教
育
特
別
講
座
Ⅱ

県
央

県
北

県
南
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数
や
活
動
内
容
等
の
記
録
を
実
施
報
告
書

提
出
時
に
添
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
必
ず
記
録
を
取
っ
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

幼
稚
園
教
諭
の
人
材
確
保
の
た
め
、
今

年
度
、
通
常
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
超
え
る

処
遇
改
善
を
実
施
し
た
私
学
助
成
園
に
対

し
助
成
を
行
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は

別
途
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
園
舎
の
耐
震
診

断
の
実
施
・
耐
震
化
が
よ
り
一
層
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

本
県
の
私
立
幼
稚
園
の
耐
震
化
率

は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
現
在
で

八
十
五
・
三
％
で
す
が
、
全
国
平
均

八
十
八
・
四
％
と
比
べ
、
依
然
低
い
数
値

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
三
十
年
度
に
お
い
て
も
引
き
続

き
、
国
庫
補
助
制
度
の
活
用
に
よ
る
耐
震

化
を
促
進
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
耐
震
化
（
建
替
・
補
強
等
）
を
予
定

す
る
場
合
は
、
市
町
の
担
当
課
も
含
め
て

早
め
に
御
相
談
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
園
舎
の
耐
震
化
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
、
安
全
・
安
心
な
教
育
環

境
の
整
備
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編集後記
　

早
い
も
の
で
平
成
二
十
九
年
も
残

す
と
こ
ろ
、あ
と
わ
ず
か
と
な
っ
た
。

子
ど
も
た
ち
は
ク
リ
ス
マ
ス
に
向
け

て
心
を
躍
ら
せ
て
い
る
。
こ
の
時
期

に
な
る
と
今
年
は
ど
ん
な
年
だ
っ
た

か
を
思
い
返
す
こ
と
が
多
く
な
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
り
わ
け
今

年
は
九
州
北
部
豪
雨
を
始
め
、
天
候

に
よ
る
被
害
や
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
発
令
さ

れ
る
な
ど
、
日
々
の
生
活
の
中
で
安
全
と

は
何
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
出
来
事
が
数

多
く
起
き
た
年
で
あ
っ
た
。
子
ど
も
た
ち

の
命
を
預
か
る
我
々
は
何
が
出
来
る
の

か
。
今
ま
で
想
定
し
て
き
た
災
害
と
は
状

況
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
中
で
、
ど
の
よ

う
に
し
て
危
険
に
対
処
す
べ
き
か
を
改
め

て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
一
年
で
あ
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ク
リ
ス
マ
ス
に
限
ら

ず
、
い
つ
も
ど
ん
な
事
に
も
ワ
ク
ワ
ク
し

て
い
る
子
ど
も
た
ち
。
そ
ん
な
日
々
の
生

活
「
当
た
り
前
の
日
常
」
を
守
っ
て
い
く

と
共
に
、
日
々
平
穏
に
過
ご
す
事
の
あ
り

が
た
さ
を
感
じ
た
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

　

最
後
に
「
幼
児
教
育
無
償
化
」
が
い
よ

い
よ
本
格
的
に
進
み
そ
う
な
気
配
を
見
せ

て
い
る
。
子
育
て
世
代
の
働
き
や
す
い
環

境
作
り
が
進
む
中
、
認
定
こ
ど
も
園
、
小

規
模
保
育
園
、
企
業
主
導
型
保
育
園
等
と

様
々
な
動
き
が
あ
り
、
変
わ
り
ゆ
く
状
況

の
中
で
保
護
者
や
地
域
か
ら
求
め
ら
れ
て

い
る
も
の
は
何
な
の
か
。
私
自
身
、
微
力

で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
受
け
入
れ
な
が

ら
理
念
や
信
念
を
も
っ
て
栃
木
県
幼
稚
園

連
合
会
の
一
員
と
し
て
、
今
後
と
も
取
り

組
ん
で
参
り
た
い
。　
　
（
橋
本　

慎
平
）

＊
県
大
会
予
告
＊

栃
幼
連 

第
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回
県
大
会

栃
幼
連 

第
61
回
県
大
会

栃
幼
連 

第
61
回
県
大
会

　

 

平
成
二
十
七
年
一
月
三
十
一
日
（
土
）

●
開
会
式

●
講
演
会

　
　講
師
：
玉
川
大
学
教
育
学
部

　
　
　
　
　
　

 

教
授

　大
豆
生
田

　啓
友 

氏

●
公
演
会

　
　講
師
：
ケ
ロ
ポ
ン
ズ〔
増
田 

裕
子 

氏（
ケ
ロ
）・

　
　
　
　
　
　
　
　
　　平
田 

明
子 

氏（
ぽ
ん
）〕

会
場
：
栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー・メ
イ
ン
ホ
ー
ル

表 彰
●
栃
木
幼
稚
園
・
若
葉
幼
稚
園
　

　
　
理
事
長・園
長
　
松
下  

明
世 

様

高
齢
者
叙
勲

　
瑞
宝
双
光
章（
教
育
功
労
）

訃

　報謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

●
足
利
市
　
認
定
こ
ど
も
園

　
　
　
　
　
足
利
し
ら
ゆ
り
幼
稚
園

　
　
園
長
　
一
ノ
瀬

　孝
文

　先
生

　
　
平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
八
日
　
逝
去

●
栃
木
市
　
認
定
こ
ど
も
園
ひ
ら
か
わ
幼
稚
園

　
　
元
理
事
長
　
関
口

　清

　先
生

　
　
平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
一
日
　
逝
去

平
成
三
十
年

　
　一
月
〜
三
月
ま
で
の
事
業
予
定

１
月
５
日
　
※ 

中
堅
幼
稚
園
教
諭
等
資
質
向
上
研
修

１
月
12
日
　
※ 

幼
稚
園
教
職
５
年
目
研
修

１
月
19
日
　
設
置
者・園
長
研
修
会

１
月
19
日
　
※ 

幼
小
連
携
推
進
者
養
成
研
修

１
月
26
〜
27
日
　
※ 

平
成
29
年
度
栃
木
県
教
育
研
究
発
表
大
会

１
月
27
日
　
０・１・２
歳
児
研
修

２
月
２
日
　
※ 

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
Ⅱ

２
月
８
日
　
※ 

幼
小
連
携
推
進
者
養
成
研
修

２
月
9
日
　
※
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

２
月
16
日
　
設
置
者・園
長
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
※ 

は
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
事
業

慶

　事

●
塩
谷
地
区
　
十
月
二
十
五
日

　
か
し
わ
幼
稚
園
創
立
四
十
周
年
記
念

　
式
典

平
成
三
十
年
度

　主
な
事
業
計
画

５
月
17
日
　
栃
幼
連 

通
常
総
会

７
月
５
日
　
栃
幼
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
　
総
会

７
月
７
日
　
就
職
説
明
会

７
月
31
日
〜

　
８
月
１
日
　
第
65
回 

栃
木
県
幼
稚
園
教
育
研
究
大
会

８
月
21
〜
22
日
　
第
33
回 

全
日
私
幼
関
東
地
区
教
研
大
会（
千
葉
）

10
月
22
〜
23
日
　
全
日
私
幼 

第
34
回 

設
置
者・園
長

　
　
　
　
　
研
修
全
国
大
会（
栃
木
）

10
月
26
日
　
栃
幼
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
　
振
興
の
集
い（
野
木
町・

　
　
　
　
　
野
木
町
文
化
会
館
）

11
月
6
〜
7
日
　
全
日
私
幼
関
東
地
区
代
表
者
協
議
会（
群
馬
）

こ
ど
も
政
策
課
だ
よ
り

こ
ど
も
政
策
課
だ
よ
り

  

運
営
費
補
助
金
及
び
教
材
費
等
補
助
金

の
変
更
交
付
に
当
た
り
、
一
月
初
旬
に
、

一
月
の
始
業
日
現
在
に
お
け
る
在
園
児
数

等
を
御
報
告
い
た
だ
き
ま
す
。
詳
細
に
つ

い
て
は
、
別
途
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、
期
限
内
の
提
出
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

本
年
度
に
入
園
し
た
満
三
歳
児
分
等
の

一
般
補
助
や
特
別
支
援
教
育
と
地
域
子
育

て
推
進
事
業
の
特
別
補
助
に
係
る
変
更
交

付
申
請
書
（
新
制
度
移
行
園
は
交
付
申
請

書
）
に
つ
い
て
は
、
運
営
費
補
助
金
、
教

材
費
等
補
助
金
と
も
に
一
月
下
旬
に
御
提

出
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
、
別
途
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
期
限
内
の
提
出
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

子
育
て
ラ
ン
ド
事
業
を
実
施
し
て
い
る

園
に
お
い
て
は
、
各
実
施
事
業
の
参
加
人

子
育
て
ラ
ン
ド
事
業
に
係
る
実
施

記
録
に
つ
い
て

一
月
始
業
日
現
在
の
園
児
数
調
べ

の
実
施
に
つ
い
て

運
営
費
補
助
金
及
び
教
材
費
等
補
助

金
に
係
る
変
更
交
付
申
請
書
の
提
出

に
つ
い
て

運
営
費
補
助
金
に
お
け
る
処
遇
改

善
加
算
の
実
施
に
つ
い
て

園
舎
の
耐
震
化
の
促
進
に
つ
い
て


